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(54)【発明の名称】 タッチパネル及びタッチパネル付き液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  製造が容易であり、広い波長域の入射光に対
し効果的に乱反射を抑制したタッチパネル、及び該タッ
チパネルを備え、広い波長域の入射光に対し効果的に乱
反射を抑制し、視認性に優れたタッチパネル付き液晶表
示装置の提供。
【解決手段】  透明導電膜を表面に有する第一透明基板
及び第二透明基板を一定の間隔をあけて該透明導電膜ど
うしが対向するように配置してなり、該第一透明基板
が、固有複屈折値が正であるポリマーと固有複屈折値が
負であるポリマーとを含有してなり、波長が４５０ｎ
ｍ、５５０ｎｍ、６５０ｎｍである時のレターデーショ
ン値（Ｒｅ）をそれぞれＲｅ（４５０）、Ｒｅ（５５
０）、Ｒｅ（６５０）とすると、Ｒｅ（４５０）＜Ｒｅ
（５５０）＜Ｒｅ（６５０）、を充たすタッチパネルで
ある。前記タッチパネルを液晶ディスプレイ上に有して
なるタッチパネル付き液晶表示装置である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  透明導電膜を表面に有する第一透明基板
及び第二透明基板を一定の間隔をあけて該透明導電膜ど
うしが対向するように配置してなり、
該第一透明基板が、固有複屈折値が正であるポリマーと
固有複屈折値が負であるポリマーとを含有してなり、波
長が４５０ｎｍ、５５０ｎｍ、６５０ｎｍである時のレ
ターデーション値（Ｒｅ）をそれぞれＲｅ（４５０）、
Ｒｅ（５５０）、Ｒｅ（６５０）とすると、Ｒｅ（４５
０）＜Ｒｅ（５５０）＜Ｒｅ（６５０）、を充たすこと
を特徴とするタッチパネル。
【請求項２】  第一透明基板における、透明導電膜とは
反対側の表面に偏光板を有してなる請求項１に記載のタ
ッチパネル。
【請求項３】  第一透明基板が、０．２≦Ｒｅ（４５
０）／４５０（ｎｍ）≦０．３、０．２≦Ｒｅ（５５
０）／５５０（ｎｍ）≦０．３、及び、０．２≦Ｒｅ
（６５０）／６５０（ｎｍ）≦０．３、を充たす請求項
１又は２に記載のタッチパネル。
【請求項４】  第一透明基板が、固有複屈折値が正であ
るポリマーと固有複屈折値が負であるポリマーとのポリ
マーブレンドで形成された請求項１から３のいずれかに
記載のタッチパネル。
【請求項５】  第一透明基板が、固有複屈折値が正であ
るポリマーによる層と、固有複屈折値が負であるポリマ
ーによる層とを積層してなる請求項１から３のいずれか
に記載のタッチパネル。
【請求項６】  固有複屈折値が正であるポリマーによる
層の遅相軸と、固有複屈折値が負であるポリマーによる
層の遅相軸とが互いに直交する請求項５に記載のタッチ
パネル。
【請求項７】  固有複屈折値が正であるポリマーが、シ
クロオレフィン樹脂である請求項１から６のいずれかに
記載のタッチパネル。
【請求項８】  固有複屈折値が負であるポリマーが、ス
チレン系樹脂である請求項１から７のいずれかに記載の
タッチパネル。
【請求項９】  第一透明基板が、固有複屈折値が正であ
るノルボルネン樹脂で形成された第一層と、固有複屈折
値が負であるスチレン無水マレイン酸樹脂で形成された
第二層と、固有複屈折値が正であるノルボルネン樹脂で
形成された第三層とを、この順に互いに配向方向が一致
するようにして積層してなり、該第一層と該第二層との
間及び該第二層と該第三層との間に、前記ノルボルネン
樹脂のガラス転移点（Ｔｇ）及び前記スチレン無水マレ
イン酸樹脂のガラス転移点（Ｔｇ）よりも低い軟化点を
有するホットメルト系樹脂で形成された密着層を有して
なる請求項５から８に記載のタッチパネル。
【請求項１０】  第二透明基板がガラス基板である請求
項１から９のいずれかに記載のタッチパネル。
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【請求項１１】  請求項１から１０のいずれかに記載の
タッチパネルを液晶ディスプレイ上に有してなることを
特徴とするタッチパネル付き液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、広い波長域の入射
光に対し効果的に乱反射を抑制したタッチパネル、及び
該タッチパネルを備え、広い波長域の入射光に対し効果
的に乱反射を抑制し、視認性に優れたタッチパネル付き
液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】タッチパネルは、ワープロ、パソコン、
携帯電話、デジタルカメラ、ビデオカメラ、券売機等を
はじめ各種装置の液晶ディスプレイに使用されてきてい
る。タッチパネルにおいては、透明基板上に設けられた
２枚の透明導電膜が互いにスペーサーを介して対向配置
されており、通常時は、該２枚の透明導電膜の間は絶縁
されており、該タッチパネル表面の一部を押圧した時
は、その押圧箇所において該２枚の透明導電膜が互いに
接触し電流が流れ、画像表示、記録等が可能となる。
【０００３】ところで、従来から、前記タッチパネルに
おける前記透明導電膜の材料としては、酸化スズ・イン
ジウム（ＩＴＯ）等に代表される金属酸化物等が一般的
に使用されてきている。しかしながら、これらの金属酸
化物等は屈折率が大きいため、該金属酸化物等で前記透
明導電膜を形成したタッチパネルの表面は反射し易く、
該透明導電膜による光の乱反射により視認性に劣るとい
う重大な問題がある。
【０００４】このため、例えば、特開２０００－２５０
０１６号公報等においては、１／４波長板を透明導電膜
上に配置させたタッチパネルが提案されている。このタ
ッチパネルでは、ある特定の波長の外光については、ま
ず偏光板を透過して直線偏光となり、次に１／４波長板
を透過して円偏光となり、そして透明導電膜で反射さ
れ、前記１／４波長板を透過して再び直線偏光となり、
前記偏光板より外部に放出されるため、入射光の乱反射
が効果的に抑制される。しかし、この場合、広い波長域
の入射光について効果的に乱反射を抑制することはでき
ず、即ち、前記特定の波長以外の波長の入射光について
は乱反射を抑制することができず、その上、構造も複雑
で製造も容易ではないという問題がある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、従来におけ
る前記問題を解決し、以下の目的を達成することを課題
とする。即ち、本発明は、製造が容易であり、広い波長
域の入射光に対し効果的に乱反射を抑制したタッチパネ
ル、及び該タッチパネルを備え、広い波長域の入射光に
対し効果的に乱反射を抑制し、視認性に優れたタッチパ
ネル付き液晶表示装置を提供することを目的とする。
【０００６】
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【課題を解決するための手段】前記課題を解決するため
の手段は以下の通りである。即ち、
＜１＞  透明導電膜を表面に有する第一透明基板及び第
二透明基板を一定の間隔をあけて該透明導電膜どうしが
対向するように配置してなり、該第一透明基板が、固有
複屈折値が正であるポリマーと固有複屈折値が負である
ポリマーとを含有してなり、波長が４５０ｎｍ、５５０
ｎｍ、６５０ｎｍである時のレターデーション値（Ｒ
ｅ）をそれぞれＲｅ（４５０）、Ｒｅ（５５０）、Ｒｅ
（６５０）とすると、Ｒｅ（４５０）＜Ｒｅ（５５０）
＜Ｒｅ（６５０）、を充たすことを特徴とするタッチパ
ネルである。
＜２＞  第一透明基板における、透明導電膜とは反対側
の表面に偏光板を有してなる前記＜１＞に記載のタッチ
パネルである。
＜３＞  第一透明基板が、０．２≦Ｒｅ（４５０）／４
５０（ｎｍ）≦０．３、０．２≦Ｒｅ（５５０）／５５
０（ｎｍ）≦０．３、及び、０．２≦Ｒｅ（６５０）／
６５０（ｎｍ）≦０．３、を充たす前記＜１＞又は＜２
＞に記載のタッチパネルである。
＜４＞  第一透明基板が、固有複屈折値が正であるポリ
マーと固有複屈折値が負であるポリマーとのポリマーブ
レンドで形成された前記＜１＞から＜３＞のいずれかに
記載のタッチパネルである。
＜５＞  第一透明基板が、固有複屈折値が正であるポリ
マーによる層と、固有複屈折値が負であるポリマーによ
る層とを積層してなる前記＜１＞から＜３＞のいずれか
に記載のタッチパネルである。
＜６＞  固有複屈折値が正であるポリマーによる層の遅
相軸と、固有複屈折値が負であるポリマーによる層の遅
相軸とが互いに直交する前記＜５＞に記載のタッチパネ
ルである。
＜７＞  固有複屈折値が正であるポリマーが、シクロオ
レフィン樹脂である前記＜１＞から＜６＞のいずれかに
記載のタッチパネルである。
＜８＞  固有複屈折値が負であるポリマーが、スチレン
系樹脂である前記＜１＞から＜７＞のいずれかに記載の
タッチパネルである。
＜９＞  第一透明基板が、固有複屈折値が正であるノル
ボルネン樹脂で形成された第一層と、固有複屈折値が負
であるスチレン無水マレイン酸樹脂で形成された第二層
と、固有複屈折値が正であるノルボルネン樹脂で形成さ
れた第三層とを、この順に互いに配向方向が一致するよ
うにして積層してなり、該第一層と該第二層との間及び
該第二層と該第三層との間に、前記ノルボルネン樹脂の
ガラス転移点（Ｔｇ）及び前記スチレン無水マレイン酸
樹脂のガラス転移点（Ｔｇ）よりも低い軟化点を有する
ホットメルト系樹脂で形成された密着層を有してなる前
記＜５＞から＜８＞に記載のタッチパネルである。
＜１０＞  第二透明基板がガラス基板である前記＜１＞
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から＜９＞のいずれかに記載のタッチパネルである。
＜１１＞  前記＜１＞から＜１０＞のいずれかに記載の
タッチパネルを液晶ディスプレイ上に有してなることを
特徴とするタッチパネル付き液晶表示装置である。
【０００７】本発明においては、更に以下の手段の好ま
しい。
＜１２＞  第一透明基板及び第二透明基板がスペーサー
を介して配置された前記＜１＞から＜１０＞のいずれか
に記載のタッチパネルである。
＜１３＞  積層が共押出しで行われる前記＜５＞に記載
のタッチパネルである。
＜１４＞  シクロオレフィン樹脂がノルボルネン樹脂で
ある前記＜７＞に記載のタッチパネルである。
＜１５＞  スチレン系樹脂がスチレン無水マレイン酸樹
脂である前記＜８＞に記載のタッチパネルである。
＜１６＞  スチレン無水マレイン酸樹脂を構成するスチ
レンと無水マレイン酸との質量組成比（スチレン：無水
マレイン酸）が９５：５～５０：５０である前記＜１５
＞に記載のタッチパネルである。
＜１７＞  ノルボルネン樹脂のガラス転移点（ＮＢ（Ｔ
ｇ））及びスチレン無水マレイン酸樹脂のガラス転移点
（Ｓｔ（Ｔｇ））が、次式、ＮＢ（Ｔｇ）－１０℃≦Ｓ
ｔ（Ｔｇ）≦ＮＢ（Ｔｇ）＋１０℃、を充たす前記＜９
＞及び＜１２＞から＜１３＞のいずれかに記載のタッチ
パネルである。
＜１８＞  第一透明基板における光弾性が１０ブルース
ター以下である前記＜１＞から＜９＞及び＜１２＞から
＜１７＞のいずれかに記載のタッチパネルである。
＜１９＞  第一層及び第三層における３軸方向屈折率
を、それぞれＮｘ，Ｎｙ，Ｎｚとし、第二層における３
軸方向屈折率を、それぞれｎｘ，ｎｙ，ｎｚとしたと
き、次式、０．５＜（Ｎｘ－Ｎｚ）／（Ｎｘ－Ｎｙ）＜
１．５、０．５＜（ｎｘ－ｎｙ）／（ｎｘ－ｎｙ）＜
１．５、を満たす前記＜９＞及び＜１２＞から＜１８＞
のいずれかに記載のタッチパネルである。
＜２０＞  延伸軸方向を基準としたとき、第一層及び第
三層の波長５５０ｎｍにおけるレターデーション値（Ｒ
ｅ）の合計が４００～８００ｎｍであり、第二層におけ
るレターデーション値（Ｒｅ）が－６６０～－２６０ｎ
ｍであり、かつ第一透明基板におけるレターデーション
値（Ｒｅ）が１００～１６０ｎｍである前記＜９＞及び
＜１２＞から＜１９＞のいずれかに記載のタッチパネル
である。
＜２１＞  密着層がホットメルト系樹脂で形成された前
記＜９＞に記載のタッチパネルである。
＜２２＞  ホットメルト系樹脂の軟化点が、前記固有複
屈折値が正であるポリマーのガラス転移点（Ｔｇ）及び
前記固有複屈折値が負であるポリマーのガラス転移点
（Ｔｇ）よりも低い前記＜２１＞に記載のタッチパネル
である。
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【０００８】前記＜１＞に記載のタッチパネルにおいて
は、透明導電膜を表面に有する第一透明基板及び第二透
明基板を一定の間隔をあけて該透明導電膜どうしが対向
するように配置してなり、通常時は、該２枚の透明導電
膜の間は絶縁されており、該タッチパネル表面の一部を
押圧した時は、その押圧箇所において該２枚の透明導電
膜が互いに接触し通電可能となる。該タッチパネルにお
ける前記第一透明基板は、Ｒｅ（４５０）＜Ｒｅ（５５
０）＜Ｒｅ（６５０）という特性を有する広帯域波長板
であるので、該タッチパネルに任意の波長の外光が入射
されても、該外光は、前記広帯域波長板である第一透明
基板を透過して円偏光等となり、そして前記透明導電膜
で反射され、該広帯域波長板を透過して直線偏光等とな
り外部に放出されるため、入射光の波長に関わらず乱反
射が効果的に抑制される。
【０００９】前記＜２＞に記載のタッチパネルは、前記
＜１＞において、第一透明基板における、透明導電膜と
は反対側の表面に偏光板を有してなるので、該タッチパ
ネルに任意の波長の外光が入射されても、該外光は、ま
ず前記偏光板により直線偏光にされ、該直線偏光が前記
広帯域波長板である第一透明基板を透過して円偏光等と
なり、そして前記透明導電膜で反射され、該広帯域波長
板を透過して直線偏光となり前記偏光板より外部に直線
偏光として放出されるため、入射光の波長に関わらず乱
反射が効果的に抑制される。
【００１０】前記＜３＞に記載のタッチパネルは、前記
＜１＞又は＜２＞において、第一透明基板が、０．２≦
Ｒｅ（４５０）／４５０（ｎｍ）≦０．３、０．２≦Ｒ
ｅ（５５０）／５５０（ｎｍ）≦０．３、及び、０．２
≦Ｒｅ（６５０）／６５０（ｎｍ）≦０．３、を充たす
広帯域１／４波長板であるので、該タッチパネルに任意
の波長の外光が入射されても、該外光は、まず前記偏光
板により直線偏光にされ、該直線偏光が前記広帯域１／
４波長板である第一透明基板を透過して円偏光となり、
そして前記透明導電膜で反射され、該広帯域１／４波長
板を透過して直線偏光となり前記偏光板より外部に直線
偏光として放出されるため、入射光の波長に関わらず乱
反射が効果的に抑制される。
【００１１】前記＜４＞に記載のタッチパネルは、前記
＜１＞から＜３＞のいずれかにおいて、第一透明基板
が、固有複屈折値が正であるポリマーと固有複屈折値が
負であるポリマーとのポリマーブレンドで形成されてい
るので、該第一透明基板は単層構造であっても広帯域波
長板として機能する。
【００１２】前記＜５＞に記載のタッチパネルは、前記
＜１＞から＜３＞のいずれかにおいて、第一透明基板
が、固有複屈折値が正であるポリマーによる層と、固有
複屈折値が負であるポリマーによる層とを積層してなる
ので、該積層構造により該第一透明基板は広帯域波長板
として機能する。
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【００１３】前記＜６＞に記載のタッチパネルは、前記
＜５＞に記載のタッチパネルにおいて、固有複屈折値が
正であるポリマーによる層の遅相軸と、固有複屈折値が
負であるポリマーによる層の遅相軸とが互いに直交して
いるので、該２つの層が単独で示すレターデーション
（Ｒｅ）の波長分散を互いに軽減し、短波長側のレター
デーション（Ｒｅ）を小さく、かつ長波長側のレターデ
ーション（Ｒｅ）を大きくすることができ、その結果、
該第一透明基板においては、波長λにおけるレターデー
ションＲｅ（λ）と波長との比（Ｒｅ（λ）／λ）を可
視光全域においてほぼ一定にすることができ、その結
果、該第一透明基板は可視光全域の入射光に対してほぼ
均一な位相差特性を有する広帯域波長板として効果的に
機能する。また、該２つの層は、延伸方向を一致させれ
ば互いの遅相軸を必然的に直交させることができるの
で、この場合、製造も容易である。
【００１４】前記＜７＞に記載のタッチパネルは、前記
＜１＞から＜６＞のいずれかにおいて、固有複屈折値が
正であるポリマーがシクロオレフィン樹脂であり、前記
＜８＞に記載のタッチパネルは、前記＜１＞から＜７＞
のいずれかにおいて、固有複屈折値が負であるポリマー
がスチレン系樹脂であるので、該第一透明基板は、光透
過率特性、耐熱性、寸度安定性、光弾性特性等に優れ、
広帯域波長板として効果的に機能する。
【００１５】前記＜９＞に記載のタッチパネルは、前記
＜５＞から＜８＞のいずれかにおいて、第一透明基板
が、第一層と第二層と第三層とをこの順に互いに配向方
向が一致するようにして積層してなるので、該３つの層
が単独で示すレターデーション（Ｒｅ）の波長分散を互
いに軽減し、その結果、該第一透明基板は可視光全域の
入射光に対して、ほぼ均一な位相差特性を有する広帯域
波長板として効果的に機能する。また、該第一層と該第
二層との間及び該第二層と該第三層との間に密着層を有
してなるので、該第一透明基板は一つの部材として取り
扱い可能であり、便利である。
【００１６】前記＜１０＞に記載のタッチパネルは、前
記＜１＞から＜９＞のいずれかにおいて、第二透明基板
がガラス基板であるので、第一透明基板を押圧した際、
該押圧に追随して該第二透明基板が撓むことがなく誤作
動が少ない。
【００１７】前記＜１１＞に記載のタッチパネル付き液
晶表示装置は、前記＜１＞から＜１０＞のいずれかに記
載のタッチパネルを液晶ディスプレイ上に有してなり、
通常時は、該２枚の透明導電膜の間は絶縁されており、
該タッチパネル表面の一部を押圧した時は、その押圧箇
所において該２枚の透明導電膜が互いに接触し電流が流
れ、画像表示・記録等が可能となる。該タッチパネル付
き液晶表示装置に任意の波長の外光が入射されても、該
外光は、第一透明基板を透過して円偏光等となり、そし
て前記透明導電膜で反射され、第一透明基板を透過して
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直線偏光等となり外部に放出されるため、入射光の波長
に関わらず乱反射が効果的に抑制される。このため、該
タッチパネル付き液晶表示装置においては、画面からの
乱反射が効果的に抑制され、視認性に優れる。
【００１８】前記＜１２＞に記載のタッチパネルは、前
記＜１＞から＜１０＞のいずれかにおいて、第一透明基
板及び第二透明基板がスペーサーを介して配置されてお
り、該第一透明基板及び第二透明基板は常に一定の間隔
をあけて配置されているので、誤作動が少ない。
【００１９】前記＜１３＞に記載のタッチパネルは、前
記＜５＞において、積層が共押出しで行われるので、延
伸フィルムのチップ切取時やチップ貼合時の微妙かつ煩
雑な角度合せ等の操作が不要であり簡易な工程で製造可
能である。
【００２０】前記＜１４＞に記載のタッチパネルは、前
記＜７＞において、シクロオレフィン樹脂がノルボルネ
ン樹脂であり、前記＜１５＞に記載のタッチパネルは、
前記＜８＞において、スチレン系樹脂がスチレン無水マ
レイン酸樹脂であるので、該第一透明基板は、光透過率
特性、耐熱性、寸度安定性、光弾性特性等に優れ、広帯
域波長板として効果的に機能する。
【００２１】前記＜１６＞に記載のタッチパネルは、前
記＜１５＞において、スチレン無水マレイン酸樹脂を構
成するスチレンと無水マレイン酸との質量組成比（スチ
レン：無水マレイン酸）が９５：５～５０：５０である
ので、該スチレン無水マレイン酸樹脂のガラス転移点
（Ｔｇ）を約１０８℃以上に調整することができ、前記
ノルボルネン樹脂のガラス転移点（Ｔｇ）と、前記密着
層を形成する前記ホットメルト系樹脂の軟化点との差を
小さくすることができる
【００２２】前記＜１７＞に記載のタッチパネルは、前
記＜９＞及び＜１２＞から＜１３＞のいずれかにおい
て、ノルボルネン樹脂のガラス転移点（ＮＢ（Ｔｇ））
及びスチレン無水マレイン酸樹脂のガラス転移点（Ｓｔ
（Ｔｇ））が、次式、ＮＢ（Ｔｇ）－１０℃≦Ｓｔ（Ｔ
ｇ）≦ＮＢ（Ｔｇ）＋１０℃、を充たすので、製造が容
易である。
【００２３】前記＜１８＞に記載のタッチパネルは、前
記＜１＞から＜９＞及び＜１２＞から＜１７＞のいずれ
かにおいて、第一透明基板における光弾性が１０ブルー
スター以下であるので、複屈折によるコントラスト低下
等がない。
【００２４】前記＜１９＞に記載のタッチパネルは、前
記＜９＞及び＜１２＞から＜１８＞のいずれかにおい
て、第一層及び第三層における３軸方向屈折率を、それ
ぞれＮｘ，Ｎｙ，Ｎｚとし、第二層における３軸方向屈
折率を、それぞれｎｘ，ｎｙ，ｎｚとしたとき、次式、
０．５＜（Ｎｘ－Ｎｚ）／（Ｎｘ－Ｎｙ）＜１．５、
０．５＜（ｎｘ－ｎｚ）／（ｎｘ－ｎｙ）＜１．５、を
満たすので、視野角依存性が少ない。即ち、レターデー
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ション（Ｒｅ）は、複屈折（Δｎ）と厚み（ｄ）との積
で表され、層に対し、法線方向の入射光の光波路長はｄ
であるのに対し、該法線方向から角度θだけ傾いた方向
の入射光の光波路長はｄよりも長くなり、後者の場合は
前者の場合よりもレターデーション（Ｒｅ）が大きくな
ってしまう。ところが、該タッチパネルにおいては、上
記式を充たし、前記角度θが大きくなる程、複屈折（Δ
ｎ）が小さくなるので、入射光の角度の如何に関わらず
レターデーション（Ｒｅ）が一定に維持され、視野角依
存性が少なく、視認性に優れる。
【００２５】前記＜２０＞に記載のタッチパネルは、前
記＜９＞及び＜１２＞から＜１９＞のいずれかにおい
て、延伸軸方向を基準としたとき、第一層及び第三層の
波長５５０ｎｍにおけるレターデーション値（Ｒｅ）の
合計が４００～８００ｎｍであり、第二層におけるレタ
ーデーション値（Ｒｅ）が－６６０～－２６０ｎｍであ
り、かつ第一透明基板におけるレターデーション値（Ｒ
ｅ）が１００～１６０ｎｍであるので、該３つの層が単
独で示すレターデーション（Ｒｅ）の波長分散を互いに
軽減し、その結果、該第一透明基板は、可視光全域の入
射光に対し、ほぼ均一な位相差特性を有する広帯域１／
４波長板として効果的に機能する。
【００２６】前記＜２１＞に記載のタッチパネルは、前
記＜９＞において、密着層がホットメルト系樹脂で形成
されているので、層間剥離を生ずることなく、加熱によ
り容易に積層を行うことができる。
【００２７】前記＜２２＞に記載のタッチパネルは、前
記＜２１＞において、ホットメルト系樹脂の軟化点が、
前記固有複屈折値が正であるポリマーのガラス転移点
（Ｔｇ）及び前記固有複屈折値が負であるポリマーのガ
ラス転移点（Ｔｇ）よりも低いので、延伸時に該密着層
にレターデーション（Ｒｅ）が発現することが抑制さ
れ、波長分散特性の最適化が容易である。
【００２８】
【発明の実施の形態】（タッチパネル）本発明のタッチ
パネルは、透明導電膜を表面に有する第一透明基板及び
第二透明基板を一定の間隔をあけて該透明導電膜どうし
が対向するように配置してなり、該第一透明基板が、固
有複屈折値が正であるポリマーと固有複屈折値が負であ
るポリマーとを含有してなり、波長が４５０ｎｍ、５５
０ｎｍ、６５０ｎｍである時のレターデーション値（Ｒ
ｅ）をそれぞれＲｅ（４５０）、Ｒｅ（５５０）、Ｒｅ
（６５０）とすると、Ｒｅ（４５０）＜Ｒｅ（５５０）
＜Ｒｅ（６５０）、を充たす。即ち、本発明のタッチパ
ネルは、公知のタッチパネルの構成において、透明導電
膜が形成された２枚の透明基板における一方が、前記条
件を充たす第一透明基板であること以外は特に制限はな
く、公知のタッチパネルと同様の構成を採用することが
できる。
【００２９】－第一透明基板－
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前記第一透明基板は、透明導電膜を表面に有する。
【００３０】前記透明導電膜の材料としては、特に制限
はなく、公知の導電性材料の中から適宜選択することが
でき、例えば、金属酸化物乃至酸化物半導体、導電性ポ
リマー、などが挙げられる。
【００３１】前記金属酸化物乃至酸化物半導体として
は、例えば、酸化スズ、酸化亜鉛、酸化インジウム、酸
化インジウムスズ（ＩＴＯ）などが挙げられる。前記導
電性ポリマーとしては、例えば、ポリアニリン、ポリチ
オフェン、ポリピロールなどが挙げられる。前記透明導
電膜の材料は、１種単独で使用してもよいし、２種以上
を併用してもよい。これらの中でも、生産性、高伝導
性、透明性など点で金属酸化物乃至酸化物半導体が好ま
しく、酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）が特に好ましい。
【００３２】前記透明導電膜の厚みとしては、特に制限
はなく、前記材料等により適宜選択することができる
が、通常１０ｎｍ～５μｍである。
【００３３】前記透明導電膜の形成方法としては、特に
制限はなく、前記材料に応じて適宜選択することがで
き、例えば、電子ビーム法、スパッタリング法、抵抗加
熱蒸着法、化学反応法（ゾル－ゲル法など）、などが挙
げられる。
【００３４】前記第一透明基板は、固有複屈折値が正で
あるポリマーと固有複屈折値が負であるポリマーとを含
有してなる。
【００３５】前記固有複屈折値が正であるポリマーは、
分子が一軸性の配向をとって形成された層に光が入射し
たとき、前記配向方向の光の屈折率が前記配向方向に直
交する方向の光の屈折率より大きくなるポリマーを意味
し、該固有複屈折値が正であるポリマーとしては、分子
に一軸性の配向規則を与えた時に光学的に正の一軸性を
示す特性を有する材料である限り特に制限はなく、目的
に応じて適宜選択することができ、例えば、樹脂、棒状
液晶、棒状液晶ポリマーなどが挙げられる。これらは、
１種単独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよ
い。これらの中でも、樹脂が好ましい。
【００３６】前記樹脂としては、例えば、シクロオレフ
ィン樹脂、ポリオレフィン樹脂（例えば、ポリエチレ
ン、ポリプロピレン、ノルボルネン系ポリマー等）、ポ
リエステル樹脂（例えば、ポリエチレンテレフタレー
ト、ポリブチレンテレフタレート等）、ポリアリーレン
サルファイド樹脂（例えば、ポリフェニレンサルファイ
ド等）、ポリビニルアルコール樹脂、ポリカーボネート
樹脂、ポリアリレート樹脂、セルロースエステル樹脂、
ポリエーテルスルホン樹脂、ポリスルホン樹脂、ポリア
リルスルホン樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂、あるいはこれ
らの多元（二元、三元等）共重合ポリマー、などが挙げ
られる。これらの中でも、光透過率特性、耐熱性、寸度
安定性、光弾性特性等の点でシクロオレフィン樹脂が好
ましい。
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【００３７】前記シクロオレフィン樹脂としては、例え
ば、ノルボルネン樹脂、などが好適に挙げられる。これ
らの中でも、光透過率特性、耐熱性、寸度安定性、光弾
性特性等に優れる点でノルボルネン樹脂が特に好まし
い。
【００３８】前記ノルボルネン樹脂としては、特に制限
はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、透
明性、低吸水性、耐熱性に優れ、光学用途に好適である
点で熱可塑性ノルボルネン樹脂が好ましい。
【００３９】前記熱可塑性ノルボルネン樹脂は、ノルボ
ルナン骨格を繰り返し単位として有してなり、その具体
例としては、特開昭６０－１６８７０８号公報、特開昭
６２－２５２４０６号公報、特開昭６２－２５２４０７
号公報、特開平２－１３３４１３号公報、特開昭６３－
１４５３２４号公報、特開昭６３－２６４６２６号公
報、特開平１－２４０５１７号公報、特公昭５７－８８
１５号公報、特開平５－３９４０３号公報、特開平５－
４３６６３号公報、特開平５－４３８３４号公報、特開
平５－７０６５５号公報、特開平５－２７９５５４号公
報、特開平６－２０６９８５号公報、特開平７－６２０
２８号公報、特開平８－１７６４１１号公報、特開平９
－２４１４８４号公報、などに記載されたものが挙げら
れる。これらは、１種単独で使用してもよいし、２種以
上を併用してもよい。
【００４０】本発明においては、前記熱可塑性ノルボル
ネン樹脂の中でも、下記構造式（Ｉ）～（IV）のいずれ
かで表される繰り返し単位を有するものが好ましい。
【００４１】
【化１】
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【００４２】前記構造式（Ｉ）～（IV）において、Ａ、
Ｂ、Ｃ及びＤは、水素原子又は１価の有機基を表す。
【００４３】また、前記熱可塑性ノルボルネン樹脂の中
でも、下記構造式（Ｖ）又は（ＶＩ）で表されるテトラ
シクロドデセンの少なくとも１種と、これと共重合可能
な不飽和環状化合物と、をメタセシス重合して得られる
重合体を水素添加して得られる水添重合体も好ましい。
【００４４】
【化２】

【００４５】前記構造式（Ｖ）又は（ＶＩ）において、
Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤは、水素原子又は１価の有機基を表
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す。
【００４６】前記ノルボルネン樹脂の質量平均分子量と
しては、５，０００～１，０００，０００程度であり、
８，０００～２００，０００が好ましい。
【００４７】前記ノルボルネン樹脂は、適宜合成したも
のを使用してもよいし、市販品を使用してもよく、該市
販品としては、例えば、ジェイエスアール社製の「アー
トン」、日本ゼオン社製の「ゼオネックス」及び「ゼオ
ノア」、三井石油化学製の「ＡＰＯ」などが挙げられ
る。
【００４８】前記固有複屈折値が正であるポリマーとし
て前記ノルボルネン樹脂を使用する場合、前記固有複屈
折値が負であるポリマーとしては、その固有複屈折値の
波長分散が大きいものが好ましく、具体的には、波長４
５０ｎｍ及び波長５５０ｎｍの固有複屈折値（Δｎ）を
各々、Δｎ（４５０）及びΔｎ（５５０）とした時、次
式、｜Δｎ（４５０）／Δｎ（５５０）｜≧１．０２、
を充たすものが好ましく、次式、｜Δｎ（４５０）／Δ
ｎ（５５０）｜≧１．０５、を充たすものがより好まし
い。なお、前記｜Δｎ（４５０）／Δｎ（５５０）｜の
上限値としては大きいほうが好ましいが、樹脂の場合は
一般に２．０以下である。
【００４９】前記棒状液晶としては、棒状のネマチック
配向を示す液晶が好適に挙げられ、低分子液晶であって
もよいし、高分子液晶であってもよい。前記低分子液晶
としては、例えば、アゾメチン類、アゾキシ類、シアノ
ビフェニル類、シアノフェニルエステル類、安息香酸エ
ステル類、シクロヘキサンカルボン酸フェニルエステル
類、シアノフェニルシクロヘキサン類、シアノ置換フェ
ニルピリジン類、フェニルジオキサン類、トラン類、ア
ルケニルシクロヘキシルベンゾニトリル類、などが好適
に挙げられる。
【００５０】前記固有複屈折値が負であるポリマーは、
分子が一軸性の配向をとって形成された層に光が入射し
たとき、前記配向方向の光の屈折率が前記配向方向に直
交する方向の光の屈折率より小さくなるポリマーを意味
し、該固有複屈折値が負であるポリマーとしては、分子
が一軸性の秩序をもって配向した時に全体の光学特性が
負の一軸性を示す特性を有する限り特に制限はなく、目
的に応じて適宜選択することができ、例えば、スチレン
系樹脂、アクリロニトリル系樹脂、メチルメタクリレー
ト系樹脂、セルロースエステル系樹脂、などが挙げられ
る。これらは、１種単独で使用してもよいし、２種以上
を併用してもよい。これらの中でも、スチレン系樹脂が
好ましい。
【００５１】前記スチレン系樹脂としては、例えば、ポ
リスチレン樹脂や、スチレン又はスチレン誘導体と、ア
クリロニトリル、無水マレイン酸、メチルメタクリレー
ト及びブタジエンから選ばれる少なくとも１種とのスチ
レン共重合体、などが好適に挙げられる。前記スチレン
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共重合体としては、例えば、スチレン無水マレイン酸樹
脂、スチレン・アクリロニトリル樹脂、スチレン・メチ
ルメタクリレート樹脂、などが挙げられる。これらの中
でも、スチレン無水マレイン酸樹脂が特に好ましい。な
お、該スチレン無水マレイン酸樹脂の市販品としては、
例えば、ノバケミカル社製の「ダイラーク  Ｄ３３２」
などが挙げられる。
【００５２】前記スチレン無水マレイン酸樹脂を構成す
るスチレンと無水マレイン酸との質量組成比（スチレ
ン：無水マレイン酸）としては、９５：５～５０：５０
が好ましく、９０：１０～７０：３０がより好ましい。
前記質量組成比が前記数値範囲内にあると、該スチレン
無水マレイン酸樹脂のガラス転移点（Ｔｇ）を約１０８
℃以上に調整することができ、前記ノルボルネン樹脂の
ガラス転移点（Ｔｇ）と、前記密着層を形成する前記ホ
ットメルト系樹脂の軟化点との差を小さくすることがで
きる点で有利である。
【００５３】前記固有複屈折値が正であるポリマーのガ
ラス転移点「Ｔｇ」と、前記固有複屈折値が負であるポ
リマーのガラス転移点（Ｔｇ）とは、次式、「Ｔｇ」－
１０℃≦（Ｔｇ）≦「Ｔｇ」＋１０℃、を充たすのが好
ましく、次式、「Ｔｇ」－５℃≦（Ｔｇ）≦「Ｔｇ」＋
５℃、を充たすのがより好ましく、「Ｔｇ」と（Ｔｇ）
とが略同一であることが特に好ましい。
【００５４】前記第一透明基板は、固有複屈折値が正で
あるポリマーと固有複屈折値が負であるポリマーとを含
有してなるが、その態様としては、特に制限はなく、目
的に応じて適宜選択することができ、例えば、該固有複
屈折値が正であるポリマーと固有複屈折値が負であるポ
リマーとのポリマーブレンドで形成される態様、該固有
複屈折値が正であるポリマーによる層と該固有複屈折値
が負であるポリマーによる層とを積層してなる態様、な
どが挙げられる。
【００５５】前記第一透明基板が前記ポリマーブレンド
で形成される態様の場合、該固有複屈折値が正であるポ
リマーと該固有複屈折値が負であるポリマーとの配合割
合としては、両ポリマーにおける固有複屈折値の絶対値
の大きさや、成形温度における複屈折の発現性等により
異なり一概に規定することはできないが、例えば、質量
比（固有複屈折値が正であるポリマー：固有複屈折値が
負であるポリマー）が５：５～９：１であるのが好まし
く、７：３～８：２であるのがより好ましい。
【００５６】前記第一透明基板が前記積層により形成さ
れる態様の場合、該積層の方法としては、特に制限はな
く、目的に応じて適宜選択することができ、例えば、前
記固有複屈折値が正であるポリマーによる層と前記固有
複屈折値が負であるポリマーによる層とを別々に作成し
貼合する方法、該固有複屈折値が正であるポリマーと該
固有複屈折値が負であるポリマーとを共押出する方法、
などが挙げられる。
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【００５７】これらの中でも、材料の相溶性を考慮する
必要がなく、材料選択の幅が広く、低コストであり、製
造作業が簡易で効率的である点で前記共押出する方法が
特に好ましい。なお、前記共押出する方法は、例えば、
前記固有複屈折値が正であるポリマーと前記固有複屈折
値が負であるポリマーとを１つのダイに導入し押し出し
すること等により行うことができる。
【００５８】前記第一透明基板が前記積層により形成さ
れる態様の場合、前記固有複屈折値が正であるポリマー
による層と、前記固有複屈折値が負であるポリマーによ
る層とを互いの遅相軸を直交させて積層するのが好まし
い。前記第一透明基板のレターデーション（Ｒｅ）は、
前記固有複屈折値が正であるポリマーと前記固有複屈折
値が負であるポリマーとの各レターデーション（Ｒｅ）
の和となるので、該固有複屈折値が正であるポリマーに
よる層と該固有複屈折値が負であるポリマーによる層と
を互いの遅相軸を直交させて積層することによって、該
２つの層が単独で示すレターデーション（Ｒｅ）の波長
分散を互いに軽減させることができ、該第一透明基板の
短波長側のレターデーション（Ｒｅ）を小さく、かつ長
波長側のレターデーション（Ｒｅ）を大きくすることが
でき、その結果、該第一透明基板の波長λにおけるレタ
ーデーションＲｅ（λ）と波長との比（Ｒｅ（λ）／
λ）を可視光全域の入射光に対してほぼ均一に維持し、
該第一透明基板を可視光全域において略均一な位相差特
性を有する広帯域波長板として効果的に機能させること
ができる。
【００５９】なお、該２つの層の遅相軸を互いに直交さ
せる方法としては、特に制限はないが、前記共押出する
方法の場合には、該２つの層を共押出して積層した後に
延伸を行うだけで（延伸方向を一致させるだけで）容易
に互いの遅相軸を直交させることができるので、延伸フ
ィルムのチップ切取り、チップ貼合時の微妙かつ煩雑な
角度合わせ等の操作を経ることなく簡易な工程で製造す
ることができる。
【００６０】なお、前記第一透明基板におけるレターデ
ーション（Ｒｅ）は、前記固有複屈折値が正であるポリ
マーと前記固有複屈折値が負であるポリマーとの質量比
や、延伸温度、延伸率等の延伸条件を適宜選択して延伸
機を用いて行う延伸等により所望の範囲に調整すること
ができる。前記延伸機としては、例えば、機械的流れ方
向に延伸する縦一軸延伸機、機械的流れ方向に直交する
方向に延伸するテンター延伸機、厚み方向の制御が可能
な二軸延伸機、などが好適に挙げられる。前記延伸温度
としては、基本材料（前記固有複屈折値が正であるポリ
マーと前記固有複屈折値が負であるポリマー）の最低ガ
ラス転移温度をＴｇ

min
とした時、（Ｔｇ

min
－２０）℃

～（Ｔｇ
min
）℃に設定するのが好ましい。

【００６１】前記第一透明基板が前記積層により形成さ
れている場合、前記固有複屈折値が正であるポリマーに
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よる層と前記固有複屈折値が負であるポリマーによる層
とを１層ずつ有していればよいが、該第一透明基板の物
理的特性を改良する目的で更に他の層を有していてもよ
い。
【００６２】前記他の層としては、特に制限はなく、目
的に応じて適宜選択することができるが、例えば、前記
第一透明基板がその断面において対称性を有する層が好
ましい。このような層としては、前記第一透明基板が、
前記固有複屈折値が正であるポリマーによる層と、前記
固有複屈折値が負であるポリマーによる層と、前記固有
複屈折値が正であるポリマーによる層との積層で形成さ
れている場合には、該固有複屈折値が正であるポリマー
による層が該当し、該第一透明基板の断面において対称
な位置にある層を形成しているポリマーの固有複屈折値
と同符号のポリマーで形成された層が好ましい。
【００６３】前記第一透明基板が前記積層により形成さ
れる態様の場合の好ましい具体例としては、前記ノルボ
ルネン樹脂で形成された第一層と、前記スチレン無水マ
レイン酸樹脂で形成された第二層と、前記ノルボルネン
樹脂で形成された第三層とを、この順に互いに配向方向
が一致するようにして積層してなり、該第一層と該第二
層との間及び該第二層と該第三層との間に、密着層を有
してなる３種５層構造のものが好適に挙げられる。
【００６４】前記密着層は、前記３種５層構造の場合に
限られず、前記第一透明基板が前記積層により形成され
る各態様において必要に応じて適宜形成することができ
る。前記密着層の材料としては、前記固有複屈折値が正
であるポリマーによる層、前記固有複屈折値が負である
ポリマーによる層等に対し良好な接着性を示すものであ
ればよく、ホットメルト系樹脂などが好適に挙げられ
る。
【００６５】前記ホットメルト系樹脂としては、特に制
限はなく、目的に応じて適宜選択することができるが、
前記ノルボルネン樹脂のガラス転移点（Ｔｇ）及び前記
スチレン無水マレイン酸樹脂のガラス転移点（Ｔｇ）よ
りも、低い軟化点を有するものが好ましく、１０℃以下
低い軟化点を有するものがより好ましく、５℃以下低い
軟化点を有するものが特に好ましく、具体的にはポリオ
レフィン系樹脂がより好ましい。前記軟化点が、前記ノ
ルボルネン樹脂のガラス転移点（Ｔｇ）及び前記スチレ
ン無水マレイン酸樹脂のガラス転移点（Ｔｇ）よりも高
いと、延伸時に該密着層にレターデーション（Ｒｅ）が
発現し、波長分散特性の最適化が困難になることがある
一方、前記範囲内であるとそのようなことがない。前記
軟化点は、例えば、ＡＳＴＭ  Ｄ１５２５に従ったビガ
ット軟化点等で測定することができる。
【００６６】前記ホットメルト系樹脂としては、適宜合
成したものを使用してもよいし、市販品を使用してもよ
く、該市販品としては、例えば、三井化学製の「アドマ
ー」、三井・デュポンポリケミカル社製の「ＣＭＰ
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Ｓ」、旭メルト社製の「アサヒメルト」、エイ・シー・
アイ・リミテッド社製の「ホットメルト」、住友スリー
エム社製の「ＥＣシリーズ」、積水化学社製の「エスダ
イン」、ダイアボンド社製の「メルトロン」、新田ゼラ
チン社製の「ニッタイト」、ノガワケミカル社製の「ダ
イアボンド」、ヒロダイン工業社製の「ヒロダイン」な
どが挙げられる。
【００６７】前記３種５層構造の場合、前記第一層及び
前記第三層における３軸方向屈折率を、それぞれＮｘ，
Ｎｙ，Ｎｚとし、前記第二層における３軸方向屈折率
を、それぞれｎｘ，ｎｙ，ｎｚとしたとき、視野角依存
性を少なくする観点からは、次式、０．５＜（Ｎｘ－Ｎ
ｚ）／（Ｎｘ－Ｎｙ）＜１．５、０．５＜（ｎｘ－ｎ
ｙ）／（ｎｘ－ｎｙ）＜１．５、を満たすのが好まし
く、次式、０．７＜（Ｎｘ－Ｎｚ）／（Ｎｘ－Ｎｙ）＜
１．３、０．７＜（ｎｘ－ｎｚ）／（ｎｘ－ｎｙ）＜
１．３、を満たすことが好ましい。
【００６８】また、前記３種５層構造の場合、延伸軸方
向を基準としたとき、前記第一層及び前記第三層の波長
５５０ｎｍにおけるレターデーション値（Ｒｅ）の合計
が４００～８００ｎｍであり、前記第二層におけるレタ
ーデーション値（Ｒｅ）が－６６０～－２６０ｎｍであ
り、かつ前記第一透明基板におけるレターデーション値
（Ｒｅ）が１００～１６０ｎｍであるのが好ましい。
【００６９】前記３種５層構造の前記第一透明基板は、
例えば、以下のようにして得ることができる。即ち、ダ
イを有する押出機中に、ノルボルネン樹脂と、スチレン
無水マレイン酸樹脂と、前記密着層を形成する樹脂とを
各々格納し、これらを加熱加圧することにより各々流動
状態とした後に前記ダイから各々連続的に押出して積層
体にし、該積層体をニップロールのニップ部に連続的に
挿通させて圧着することにより得られる。また、前記押
出機における各樹脂の格納箇所から前記ダイまでの間に
流路を複数設け、これらをダイ直前で合一させ、一度に
３種５層構造の積層体を押出成形することにより得られ
る。
【００７０】前記３種５層構造の前記第一透明基板にお
いては、前記スチレン無水マレイン酸樹脂、前記ノルボ
ルネン樹脂の溶融軟化温度をそれぞれＴｓ、Ｔｎとする
と、Ｔｓ＜Ｔｎであるので、Ｔｎに近い温度で前記ノル
ボルネン樹脂による層と前記スチレン無水マレイン酸樹
脂による層との積層体を延伸すると、該スチレン無水マ
レイン酸樹脂における分子の配向緩和が速いため、該ス
チレン無水マレイン酸樹脂による層における分子は殆ど
配向せず、該スチレン無水マレイン酸樹脂による層は複
屈折を有しない。その結果、前記ノルボルネン樹脂によ
る層と前記スチレン無水マレイン酸樹脂による層との積
層物である前記第一透明基板は、前記ノルボルネン樹脂
による層が示すレターデーション（Ｒｅ）に略等しくな
る。ところが、延伸温度を低くするにつれて、前記スチ
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レン無水マレイン酸樹脂が配向するようになり、該スチ
レン無水マレイン酸樹脂による層が複屈折を有するよう
になる。該スチレン無水マレイン酸樹脂による層のレタ
ーデーション（Ｒｅ）は負であるので、前記ノルボルネ
ン樹脂による層が有する正のレターデーション（Ｒｅ）
が減少する。前記レターデーション（Ｒｅ）の減少割合
は、前記スチレン無水マレイン酸樹脂の波長分散により
短波長側で大きくレターデーション（Ｒｅ）が減少し、
結果として、Ｒｅ（４５０）＜Ｒｅ（５５０）＜Ｒｅ
（６５０）の特性が得られる。したがって、前記延伸温
度を制御することにより、可視光波長全域に亘ってＲｅ
（λ）／λが一定であり、広帯域の波長領域において均
一な位相差特性を示す前記第一透明基板を得ることがで
き、また、延伸倍率を適宜調整することにより、広帯域
１／４波長の特性を示す前記第一透明基板を得ることが
できる。
【００７１】前記第一透明基板は、波長４５０ｎｍ、５
５０ｎｍ、６５０ｎｍにおけるレターデーション値（Ｒ
ｅ）をそれぞれＲｅ（４５０）、Ｒｅ（５５０）、Ｒｅ
（６５０）とすると、次式、Ｒｅ（４５０）＜Ｒｅ（５
５０）＜Ｒｅ（６５０）、を充たすことが必要である。
前記式を充たすための、前記固有複屈折値が正であるポ
リマーと前記固有複屈折値が負であるポリマーとの好ま
しい組合せとしては、固有屈折値の波長分散が小さな固
有複屈折値が正であるポリマーと、固有複屈折値の波長
分散が大きな固有複屈折値が負であるポリマーとの組合
せ、固有屈折値の波長分散が大きな固有複屈折値が正で
あるポリマーと、固有複屈折値の波長分散が小さな固有
複屈折値が負であるポリマーとの組合せ、などが好適に
挙げられる。
【００７２】このような第一透明基板の中でも、０．２
≦Ｒｅ（４５０）／４５０（ｎｍ）≦０．３、０．２≦
Ｒｅ（５５０）／５５０（ｎｍ）≦０．３、及び、０．
２≦Ｒｅ（６５０）／６５０（ｎｍ）≦０．３、を充た
すものが好ましく、０．２３≦Ｒｅ（４５０）／４５０
（ｎｍ）≦０．２７、０．２３≦Ｒｅ（５５０）／５５
０（ｎｍ）≦０．２７、及び、０．２３≦Ｒｅ（６５
０）／６５０（ｎｍ）≦０．２７、を充たすものがより
好ましく、０．２４≦Ｒｅ（４５０）／４５０（ｎｍ）
≦０．２６、０．２４≦Ｒｅ（５５０）／５５０（ｎ
ｍ）≦０．２６、及び、０．２４≦Ｒｅ（６５０）／６
５０（ｎｍ）≦０．２６、を充たすものが更に好まし
く、広帯域１／４波長板であるものが特に好ましい。
【００７３】前記第一透明基板における光弾性として
は、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することが
できるが、１０ブルースター以下であるのが好ましく、
５ブルースター以下であることがより好ましい。前記第
一透明基板における光弾性が１０ブルースター以下であ
ると、該第一透明基板に応力が不均一に印加されたとし
ても、該第一透明基板において部分的にレターデーショ
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ン差が生じることを効果的に抑制することができる。
【００７４】前記第一透明基板の厚みとしては、特に制
限はなく、目的に応じて適宜選択することができる。
【００７５】前記第一透明基板における、前記透明導電
膜とは反対側の表面に偏光板を有してなるのが好まし
い。前記偏光板としては、特に制限はなく、目的に応じ
て適宜選択することができる。
【００７６】前記第二透明基板としては、表面に前記透
明導電膜を有すること以外は特に制限はなく、目的に応
じて適宜選択することができ、例えば、ガラス基板が好
適に挙げられる。
【００７７】前記第一透明基板と前記第二透明基板と
は、スペーサーを介して一定間隔をあけて配置されてい
るのが好ましい。前記スペーサーとしては、特に制限は
なく、目的に応じて適宜選択することができ、また、こ
れを設ける方法としては、例えば、フォトリソグラフィ
ーによる方法、印刷法などが挙げられる。
【００７８】本発明のタッチパネルは、例えば、ワープ
ロ、パソコン、携帯電話、デジタルカメラ、ビデオカメ
ラ、券売機等をはじめ各種装置の液晶ディスプレイなど
に好適に使用することができ、本発明のタッチパネル付
き液晶表示装置に特に好適に使用することができる。
【００７９】（タッチパネル付き液晶表示装置）本発明
のタッチパネル付き液晶表示装置は、前記本発明のタッ
チパネルを液晶ディスプレイ上に有してなること以外は
特に制限はなく、目的に応じて適宜選択した公知の構成
を採用することができ、例えば、バイアス印加用のリー
ド線等を適宜有してなる。前記液晶ディスプレイとして
は、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することが
でき、例えば、液晶層以外に、バッックライト等を適宜
有してなる。
【００８０】本発明のタッチパネル付き液晶表示装置
は、例えば、ワープロ、パソコン、携帯電話、デジタル
カメラ、ビデオカメラ、券売機等として好適に使用する
ことができる。
【００８１】
【実施例】以下、本発明の実施例について説明するが、
本発明は以下の実施例に何ら限定されるものではない。
【００８２】（実施例１）前記固有複屈折値が正である
ポリマーとして、ノルボルネン樹脂（ジェイエスアール
社製、アートン）を用い、前記固有複屈折値が負である
ポリマーとして、スチレン無水マレイン酸樹脂（ノバケ
ミカル社製、ダイラークＤ３３２、Ｔｇ＝１３１℃）を
用い、両者を質量比で、ノルボルネン樹脂：ポリスチレ
ン＝７７：２３の割合でブレンドしてなるポリマーブレ
ンドを塩化メチレン溶液に溶解して塗布溶液を調製し
た。
【００８３】前記塗布溶液の粘度を９．８Ｐａ・ｓ（９
８ポイズ）とし、この塗布溶液をガラス板上にドクター
ブレードを用いて流延し、乾燥して、厚みが１０７μｍ
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である透明フィルムを形成した。この透明フィルムを１
５０℃で１３％一軸延伸して複屈折フィルムを得た。こ
の複屈折フィルムについて、レターデーション測定器
（王子計測社製、ＫＯＢＲＡ２１ＤＨ）を用いて、その
Ｒｅ値の波長分散を計測した結果、該複屈折フィルム
は、Ｒｅ（４５０）＜Ｒｅ（５５０）＜Ｒｅ（６５０）
という特性を有し、そのＲｅ値が可視光全域において
（Ｒｅ／波長）値がほぼ０．２５であり、広帯域で１／
４波長板特性を示す位相差板であった。また、この複屈
折フィルムの光弾性率を日本分光社製：Ｍ－１５０を用
いて測定したところ、１３ブルースターであった。以上
により得られた複屈折フィルムを第一透明基板として用
いた。
【００８４】前記第一透明基板上に、酸化インジウムス
ズ（ＩＴＯ）をスパッタリング法により厚みが５００ｎ
ｍとなるように析出形成させ、透明導電膜を形成した。
【００８５】透明ガラス基板を前記第二透明基板として
用い、該透明第二基板上に、酸化インジウムスズ（ＩＴ
Ｏ）をスパッタリング法により厚みが５００ｎｍとなる
ように析出形成させ、透明導電膜を形成した。更に、該
透明導電膜上にドット状導電部を形成した。
【００８６】以上により得た第一透明基板と第二透明基
板とを用い、図１に示すタッチパネル付き液晶表示装置
を製造した。即ち、まず、上述のようにして得た、透明
導電膜１２を表面上に形成された第一透明基板１０と、
透明導電膜２２が表面上に形成された第二透明基板２２
とを、透明導電膜１２と透明導電膜２２とが互いに対向
するようにして、スペーサー３０を介して配置させた。
なお、透明導電膜１２と透明導電膜２２とは互いに接触
すると電気が導通するようになっており、電気が導通し
たか否かは透明導電膜１２と透明導電膜２２とに接続さ
れた検知器３２により検知可能になっている。次に、第
一透明基板１０上における透明導電膜１２が形成された
側とは反対側に偏光板１４を配置し、第二透明基板２０
上における透明導電膜２２が形成された側とは反対側に
液晶ディスプレイ４０を配置して、タッチパネル付き液
晶表示装置を製造した。
【００８７】このタッチパネル付き液晶表示装置におい
ては、液晶ディスプレイ４０上にタッチパネル１を有し
てなる。タッチパネル１は、液晶ディスプレイ４０側か
ら、第二透明基板２０、透明導電膜２２及びドット状導
電部３２をこの順に有してなり、更にスペーサー３０を
介して、第一透明基板１０、透明導電膜１２及び偏光板
１４をこの順に有してなる。
【００８８】このため、このタッチパネル付き液晶表示
装置においては、タッチパネル１の表面の一部を押圧し
た時は、その押圧箇所において透明導電膜１２及び透明
導電膜２２が互いに接触する。このとき、透明導電膜１
２における両端には一対の電極及びリード線（図示せ
ず）が接続されており、透明導電膜２２における、透明
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導電膜１２の両端に接続された一対の電極及びリード線
（図示せず）とは直交する方向の両端にも一対の電極及
びリード線（図示せず）が接続されている。一対のリー
ド線の内の一方には、バイアスが印加されており、他方
はＧＮＤに接続されている。その結果、透明導電膜１２
及び透明導電膜２２が互いに接触したときに、一対の電
極間を流れる電流値が変化し、その変化を検知器３２が
検知し、接触点位置が特定される。
【００８９】タッチパネル１における第一透明基板１０
は、Ｒｅ（４５０）＜Ｒｅ（５５０）＜Ｒｅ（６５０）
という特性を有する広帯域１／４波長板であるので、タ
ッチパネル１に任意の波長の外光が入射されても、該外
光は、偏光板１４を透過して直線偏光となり、次に広帯
域１／４波長板である第一透明基板１０を透過して円偏
光となり、透明導電膜１２で反射された後、第一透明基
板１０を透過して直線偏光となり、偏光板１４を透過し
て直線偏光として再び外部に放射される。このため、広
帯域の任意波長の入射光に対する、透明導電膜１２によ
る乱反射が少ないため、タッチパネル１は視認性に優れ
る。
【００９０】（比較例１）実施例１において、ノルボル
ネン樹脂を使用せず、塗布溶液の粘度を８．９Ｐａ・ｓ
とし、透明フィルムを１４０℃で５％一軸延伸した以外
は、実施例１と同様にして複屈折フィルムを作製し、実
施例１と同様にレターデーション（Ｒｅ）値の波長分散
を計測した結果、該複屈折フィルムは、（Ｒｅ／波長）
値が０．２～０．３から外れていた。この複屈折フィル
ムを第一透明基板１０とした以外は、実施例１と同様に
してタッチパネル付き液晶ディスプレイを製造した。こ
のタッチパネル付き液晶ディスプレイにおいては、入射
光が透明導電膜１２により乱反射し、タッチパネル１は
視認性に劣るものであった。
【００９１】（比較例２）実施例１において、スチレン
無水マレイン酸樹脂を使用せず、塗布溶液の粘度を１
３．２Ｐａ・ｓとし、透明フィルムを１５５℃で２５％
一軸延伸した以外は、実施例１と同様にして複屈折フィ
ルムを作製し、実施例１と同様にレターデーション（Ｒ
ｅ）値の波長分散を計測した結果、該複屈折フィルム
は、（Ｒｅ／波長）値が０．２～０．３から外れてい
た。この複屈折フィルムを第一透明基板１０とした以外
は、実施例１と同様にしてタッチパネル付き液晶ディス
プレイを製造した。このタッチパネル付き液晶ディスプ
レイにおいては、入射光が透明導電膜１２により乱反射
し、タッチパネル１は視認性に劣るものであった。
【００９２】（実施例２）実施例１において、ポリマー
ブレンドを用いず、ノルボルネン樹脂とスチレン無水マ
レイン酸樹脂とをそれぞれ押出機を用いて共押出して積
層体を得た後、１３２℃の雰囲気で、３２％の延伸処理
を施し、図２に示すような、ノルボルネン樹脂による層
１６と、スチレン無水マレイン酸樹脂による層１８とが
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積層されてなる２層構成の複屈折フィルムを得た。この
複屈折フィルムは、実施例１と同様に、Ｒｅ（４５０）
＜Ｒｅ（５５０）＜Ｒｅ（６５０）という特性を有する
広帯域１／４波長板であった。この複屈折フィルムを第
一透明基板１０として用いた実施例２のタッチパネル付
き液晶ディスプレイにおいては、入射光が透明導電膜１
２により乱反射することがなく、タッチパネル１は視認
性に優れていた。
【００９３】（実施例３）固有複屈折値が正であるポリ
マーとしてノルボルネン樹脂（日本ゼオン社製、ゼオノ
ア１４２０；Ｔｇ＝１３６℃）、固有複屈折値が負であ
るポリマーとしてスチレン無水マレイン酸樹脂（ノバケ
ミカル社製、ダイラークＤ３３２、Ｔｇ＝１３１℃）、
密着層としてホットメルト系樹脂（三井化学社製、アド
マー、タイプＳＥ８００；ＡＳＴＭ  Ｄ１５２５に従い
測定したビガット軟化点は５９℃）をそれぞれ用い、図
３に示すような、３種５層構造の共押出フィルム（複屈
折フィルム）による第一透明基板１０を、図４に示す製
造装置を用いて作製した。
【００９４】図４の製造装置においては、３つの押出機
６２、６４及び６５が押出ダイ６６に一体に組み合わさ
れている。ノルボルネン樹脂、スチレン無水マレイン酸
樹脂及び密着層形成用のホットメルト系樹脂を押出す各
々の押出機５２、５４及び５５からの押出流路は、押出
ダイ５６内部で一つに合流しており、押出ダイ５６から
は、３種の樹脂からなる５層構造の積層フィルム５８、
即ち、図４に示すように、ノルボルネン樹脂による層１
６、密着層１９、スチレン無水マレイン酸樹脂による層
１８、密着層１９、及びノルボルネン樹脂による層１
６、の順に積層されてなる３種５層構成の積層フィルム
５８が押出形成される。
【００９５】次に、押出形成された積層フィルム５８
は、ロール６０、６２及び６４の回転に追従して、順次
移動する。ロール６０、６２及び６４は互いに異なる周
速度で回転しているので、移動している間に積層フィル
ム５８は、冷却されると共に所望の厚みに調整される。
続いて、積層フィルム５８は、延伸ロール（熱ロール）
６６及び６８のニップ部により、３２％の延伸倍率に延
伸され、複屈折性が発現された延伸フィルム５８ａとな
る。なお、この延伸フィルム５８ａにおける各層の厚み
は、ノルボルネン樹脂による層１６ａ、密着層１９、ス
チレン無水マレイン酸樹脂による層１８ａ、密着層１
９、ノルボルネン樹脂による層１６ａの順に、４４μｍ
／１．８μｍ／６３μｍ／１．８μｍ／４２μｍであっ
た。延伸ロール（熱ロール）６６及び６８の芯部にはヒ
ータ（図示せず）が内蔵されており、このヒータはコン
トローラ７０によりその温度が各々制御可能になってお
り、ここでは、積層フィルム５８の延伸温度が１３２℃
となるように制御されている。
【００９６】そして、光学測定器７２は、延伸直後の延
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伸フィルム５８ａのレターデーション（Ｒｅ）を測定す
る。測定波長及びレターデーションの検出データは、光
学測定器７２からコントローラ７０に入力される。コン
トローラ７０には、予め、理想的な波長－レターデーシ
ョン（Ｒｅ）の相関標準データが入力されており、この
標準データからの入力データのズレに基づき、延伸温度
を上下させるようにプログラム入力されている。このよ
うに、延伸フィルムの波長におけるレターデーションを
測定して、このデータに基づいて延伸温度を制御する
と、波長分散が均一な広帯域１／４波長板として機能す
る延伸フィルム５８ａが得られる。なお、ここでは、５
層各層の厚み比も、レターデーション（Ｒｅ）の波長分
散性に影響を与えるので、ライン上の延伸フィルム５８
ａの前記レターデーション（Ｒｅ）の測定値に基づい
て、押出機５２、５４及び５５からの単位時間当たりの
３種の樹脂の押出量も制御可能になっている。その後、
延伸フィルム５８ａを下流に配置された切断機（図示せ
ず）によって所望の大きさに切断することにより、第一
透明基板１０を得た。
【００９７】得られた第一透明基板１０についてレター
デーション（Ｒｅ）の波長依存性を王子計測社製、ＫＯ
ＢＲＡ  ２１ＤＨを用いて測定したところ、図４に示す
ように、第一透明基板１０（３２％延伸フィルム）は、
可視光全域にわたってレターデーション（Ｒｅ）が波長
の１／４を示す広帯域１／４波長板特性を有していた。
また、その光弾性率を日本分光製、Ｍ－１５０を用いて
測定したところ、３ブルースターであった。
【００９８】この第一透明基板１０として用いた実施例
３のタッチパネル付き液晶ディスプレイにおいては、入
射光が透明導電膜１２により乱反射することがなく、タ
ッチパネル１は視認性に優れていた。
【００９９】（比較例３）ノルボルネン樹脂（日本ゼオ
ン社製、ゼオノア１４２０；Ｔｇ＝１３６℃）を使用し
て厚みが１０３μｍである単層フィルムを得た。得られ
た単層フィルムを１３０℃で２８％延伸し、延伸フィル
ムを得た。この延伸フィルムについてレターデーション
（Ｒｅ）の波長依存性を測定したところ、図５に示すよ
うに広帯域１／４波長板の特性を示さなかった。この延
伸フィルムを第一透明基板１０とした以外は、実施例１
と同様にしてタッチパネル付き液晶ディスプレイを製造
した。このタッチパネル付き液晶ディスプレイにおいて
は、入射光が透明導電膜１２により乱反射し、タッチパ
ネル１は視認性に劣るものであった。
【０１００】（比較例４）スチレン無水マレイン酸樹脂
（ノバケミカル社製、ダイラークＤ３３２；Ｔｇ＝１３
１℃）を使用し、厚みが１０１μｍである単層フィルム
を得た。得られた単層フィルムを１００℃で１８％延伸
し、延伸フィルムを得た。この延伸フィルムについてレ
ターデーション（Ｒｅ）の波長依存性を測定したとこ
ろ、図５に示すように広帯域１／４波長板の特性を示さ
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なかった。この延伸フィルムを第一透明基板１０とした
以外は、実施例１と同様にしてタッチパネル付き液晶デ
ィスプレイを製造した。このタッチパネル付き液晶ディ
スプレイにおいては、入射光が透明導電膜１２により乱
反射し、タッチパネル１は視認性に劣るものであった。
【０１０１】
【発明の効果】本発明によると、従来における前記問題
を解決し、製造が容易であり、広い波長域の入射光に対
し効果的に乱反射を抑制したタッチパネル、及び該タッ
チパネルを備え、広い波長域の入射光に対し効果的に乱
反射を抑制し、視認性に優れたタッチパネル付き液晶表
示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明のタッチパネルを備えたタッチ
パネル付き液晶表示装置を説明するための断面概略説明
図である。
【図２】図２は、図１に示すタッチパネル付き液晶表示
装置における第一透明基板の一例を示す断面概略説明図
である。
【図３】図３は、図１に示すタッチパネル付き液晶表示
装置における第一透明基板の他の例を示す断面概略説明
図である。
【図４】図４は、図１に示すタッチパネル付き液晶表示
装置における第一透明基板の製造例を説明するための概
略図である。
【図５】図５は、実施例３における第一透明基板のレタ
ーデーションの波長分散を示すグラフである。
【図６】図６は、比較例３及び４における第一透明基板
のレターデーションの波長分散を示すグラフである。
【符号の説明】 *
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*１        タッチパネル
１０      第一透明基板
１２      透明導電膜
１４      偏光板
１６      固有複屈折値が正であるポリマーによる層

１６ａ    ノルボルネン樹脂による層
１８      固有複屈折値が負であるポリマーによる層

１８ａ    スチレン無水マレイン酸樹脂による層
１９      密着層
２０      第二透明基板
２２      透明導電膜
３０      スペーサー
３２      ドット状導電部
３４      検知器
４０      液晶ディスプレイ
５０      製造装置
５２      押出機
５３      押出機
５４      押出機
５６      押出ダイ
５８      積層フィルム
５８ａ    延伸フィルム
６０      ロール
６２      ロール
６４      ロール
６６      延伸ロール
６８      延伸ロール
７０      コントローラ
７２      光学測定器

【図１】 【図２】

【図３】
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